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下
宿
上
自
治
会
第
二
回

班
長
会
に
つ
い
て

第
二
回
班
長
会
が
、
九
月
七
日(

土
）
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
自
治
会
役
員
・
委
員
、
各
班
長
、
子
ど
も
会
育
成
会

会
長
出
席
の
も
と
で
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
三
回
役
員
会

八
月
二
十
四
日
（
土
）

（
自
治
会
役
員
）

・
下
宿
上
文
化
財
保
管
棟
に
て

☆
第
三
回
合
同
役
員
会

八
月
三
十
一
日
（
土
）

（
自
治
会
役
員
・
委
員
、
子
ど
も
会

育
成
会
会
長
）

・
菅
谷
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

主
な
議
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一

当
面
の
行
事
に
つ
い
て

〇

地
域
環
境
福
祉
部
会

・
敬
老
会
行
事
に
つ
い
て

「
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
」
と
称
し
、
下
宿
下

自
治
会
と
合
同
で
開
催

開
催
日

九
月
十
六
日
（
月
）

開
催
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

・
市
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

実
施
日

九
月
二
十
九
日
（
日
）

・
粗
大
ゴ
ミ
回
収
に
つ
い
て

第
一
回

九
月
二
十
日
（
金
）

第
二
回

翌
年

三
月
二
十
六
日
（
水
）

・
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
・
蛍
光
管
の
回
収
に
つ
い
て

実
施
日

九
月
十
二
日
（
木
）

十
月
十
日
（
木
）

十
一
月
七
日
（
木
）

十
二
月
五
日
（
木
）

〇

生
涯
学
習
体
育
部
会

・
菅
谷
ま
ち
づ
く
り
市
民
運
動
会
に
つ
い
て

開
催
日

十
月
十
三
日
（
日
）

班
長
か
ら
の
選
手
名
簿
提
出
九
月
二
十
日
（
木)

選
手
名
簿
最
終
調
整

九
月
二
十
六
日
（
木
）

運
動
会
練
習
会

十
月
六
日
（
日
）

運
動
会
前
日
準
備

十
月
十
二
日
（
土
）

・
合
同
反
省
会
の
実
施
に
つ
い
て

開
催
日

十
月
十
三
日
（
日
）

※
運
動
会
終
了
後

・
自
治
会
長
杯
争
奪
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て

開
催
日

十
一
月
八
日
（
金
）

・
第
二
十
二
回
下
宿
上
自
治
会
親
善
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
（
旧
球
技
大
会
）

開
催
日

十
二
月
一
日
（
日
）

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主
催

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
研
修
会
に
つ
い
て

開
催
日

十
二
月
十
五
日
（
日
）

三
世
代
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

に
つ
い
て

開
催
日

翌
年
一
月
十
八
日
（
土
）

〇

防
災
防
犯
部
会

・
避
難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

開
催
日

十
月
十
九
日
（
日
）

・
那
珂
市
原
子
力
防
災
訓
練
に
つ
い
て

開
催
日

十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

・
第
二
回
下
宿
上
防
災
機
材
点
検
に
つ
い
て

開
催
日

十
二
月
七
日
（
土
）

※
第
三
回
班
長
会
終
了
後

・
そ
の
他

防
災
用
具
（
非
常
持
ち
出
し
袋
）
の
購
入
に
つ
い
て

※
市
民
交
流
支
援
事
業
に
よ
り
購
入

〇

総
務
委
員
会

・
七
五
三
に
つ
い
て
（
鹿
島
神
社
に
て
）

開
催
日

十
一
月
二
日
（
土
）
・
十
日
（
日
）

二

次
回
第
三
回
班
長
会
に
つ
い
て

開
催
日

十
二
月
七
日
（
土
）

・
主
な
議
題

次
年
度
班
長
改
選
に
つ
い
て

そ
の
他

地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
開
催
に
つ
い
て

(

旧
敬
老
祝
賀
会
）

九
月
十
六
日(

月
）
敬
老
の
日
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

す
が
や
に
於
い
て
午
前
十
時
よ
り
「
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
」

が
下
宿
上
、
下
宿
下
自
治
会
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
宿
下
自
治
会
と
の
合
同
開
催
に
向
け
て
は
、
五
月
二
十

三
日
（
木
）
に
合
同
会
議
を
行
い
、
六
月
八
日
（
土
）
に

「
実
行
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

(

実
行
委
員

自
治
会
役
員
・
地
域
環
境
福
祉
部
会
員)

各
班
長
様
に
は
、
名
簿
を
も
と
に
出
欠
確
認
等
ご
苦
労
い

た
だ
き
ま
し
た
。

合
同
開
催
に
向
け
て
は
、
幾
度
と
な
く
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
意
見
や
理
解
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
も
、
調
整
を
図
り
、

協
議
・
確
認
の
重
要
性
を
再
認
識
し
な
が
ら
実
施
に
至
り

ま
し
た
。
特
に
、
こ
の
会
の
ご
招
待
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と
す
る
た
め
に
、
団
体
へ
の
余
興
依

頼
と
折
衝
に
は
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。

開
催
前
日
、
実
行
委
員
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
、
ス
テ
ー

ジ
設
営
等
会
場
準
備
を
行
い
、
「
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
」
当

日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

下
宿
上
自
治
会
か
ら
は
三
十
五
名
の
出
席
が
あ
り
、
午
前

十
時
皆
様
の
お
顔
が
会
場
に
揃
い
記
念
撮
影
を
行
い
、
横
須

賀
自
治
会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
に
続
き
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

皆
様
に
記
念
品
贈
呈
後
、
前
自
治
会
長
の
横
須
賀
貢
様
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
に
て
、
賑
や
か
に
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

余
興
の
時
間
は
、
下
宿
下
子
ど
も
会
に
よ
る
お
囃
子
で
幕

を
開
け
急
に
活
気
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。
次
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
や
「
七
つ
の
子
」
は
、

会
場
の
皆
様
が
参
加
し
て
、
一
緒
に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。続

い
て
は
、
雰
囲
気
を
変
え
カ
ラ
オ
ケ
で
山
田
一
徳
様
が

「
男
の
涙
」
を
熱
唱
し
、
拍
手
喝
采
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
演
歌
歌
手
の
大
川
あ
け
み
様
が
ス
テ
ー
ジ
に
登

場
し
、
圧
巻
の
歌
声
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
届
け
て
く
れ
ま
し

た
。
歌
声
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
が
起
こ
り
「
ど
っ
こ
い
し
ょ

ー
、
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
「
ソ
ー
ラ
ン
、
ソ
ー
ラ
ン
」
の
相
槌
の

声
に
も
気
勢
が
上
が
り
ス
テ
ー
ジ
は
最
高
潮
を
迎
え
、
会
は

予
定
時
間
に
は
収
ま
ら
ず
余
韻
を
残
し
て
の
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
会
と
な
っ

た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

「
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
」
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
班
長
の
皆
様
、
実
行
委
員
の
皆

様
、
下
宿
下
自
治
会
の
皆
様
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

発 行
菅谷下宿上

自治会だより

「しもかみ」

し
も
か
み
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